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６．　財務書類４表から得られる指標について

（１）資産形成度
（１－１）市民一人当たり資産額

　経年の推移や同規模の地方公共団体での資産量を比較するときに用いる指標

　算定式：　資産合計　÷　住民基本台帳人口（n+1年1月1日時点）

（単位：人・千円）

亀山市 資産合計 住民基本台帳人口  類似団体平均値 

R1 1,607 79,914,318 49,720 1,738

R2 1,570 77,828,818 49,564 2,176

R3 1,536 75,949,788 49,431 2,266

R4 1,483 73,416,373 49,494 2,264

R5 1,428 70,420,109 49,313

※類似団体平均値は、総務省公表数値を記載（以下、指標等も同じ。）

（１－２）歳入額対資産比率

　これまでに形成された資産が、歳入の何年分に相当するかを表す指標
　資産形成の度合を把握することができます。

　算定式：　資産合計　÷　歳入総額

（単位：年・千円）

亀山市 資産合計 歳入総額  類似団体平均値 

R1 3.60 79,914,318 22,206,712 3.83

R2 2.78 77,828,818 27,953,320 3.18

R3 2.95 75,949,788 25,736,142 3.67

R4 2.89 73,416,373 25,412,400 3.69

R5 3.10 70,420,109 22,744,958

【分析結果】
令和5年度の「市民一人当たり資
産額」1,428千円は、前年度と比
較すると55千円減少しており、
年々、減少傾向にあります。
主な要因は、建設改良などによる
有形固定資産の増額分を減価償却
費が上回ったことなどから、有形
固定資産合計額が減少し、資産合
計が減少したためです。

令和５年度の「歳入額対資産比
率」3.10年は、前年度と比較し
て、0.21年分増加しています。
歳入総額、資産合計共には減少し
ていることから後退傾向にありま
す。
主な要因は、歳入総額の減少率が
固定資産減価償却累計額の増加等
による資産合計の減少率を上回っ
ているためです。

【分析結果】
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（１－３）有形固定資産減価償却率

　有形固定資産が耐用年数に対して、資産の取得からどの程度経過しているか
についての目安を把握する指標
　比率が高いほど建替えや改修などのコストがかかる時期が近いことを示します。

　算定式：　減価償却累計額（物品除く）　÷
　（有形固定資産合計-土地等（立木竹・建設仮勘定、物品含む）の非償却資産額
　　　　＋減価償却累計額）

（単位：千円）

亀山市 減価償却累計額 有形固定資産合計 土地の非償却資産  類似団体平均値 

R1 68.8% 127,821,188 69,950,894 11,881,874 60.9%

R2 70.1% 131,012,031 67,954,262 12,006,302 62.0%

R3 71.5% 134,214,998 65,709,087 12,197,088 63.7%

R4 72.9% 137,432,794 63,747,956 12,596,507 64.9%

R5 74.3% 140,624,909 61,330,126 12,651,540

（２）世代間公平性
（２－１）純資産比率

　総資産（資産合計）に対して純資産がどれくらいの割合かを把握する指標
　比率が高いほど財政状況が健全であることを示します。

　算定式：　純資産　÷　資産合計

（単位：千円）

亀山市 純資産 資産合計  類似団体平均値 

R1 69.0% 55,126,730 79,914,318 72.7%

R2 68.1% 52,992,194 77,828,818 71.4%

R3 70.5% 53,577,556 75,949,788 72.1%

R4 69.1% 50,746,627 73,416,373 72.4%

R5 67.5% 47,534,440 70,420,109

令和５年度の「有形固定資産減価
償却率」74.3％は、前年度と比
較すると、1.４％増加しており、
年々、後退傾向にあります。
主な要因としては、施設の長寿命
化計画などを実施した結果、耐用
年数を超過して使用している有形
固定資産が増えていることなどに
より、有形固定資産の増額分を減
価償却費が上回っていることか
ら、有形固定資産合計が減少して
いるためです。

【分析結果】

【分析結果】
令和５年度の「純資産比率」
６７.５％は、前年度と比較する
と、１.６％減少しています。
主な要因は、有形固定資産合計額
の減少により資産合計が減少した
ほか、負債額の増などにより純資
産が減少したためです。
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（２－２）将来世代負担比率

　社会資本の整備の結果を示す事業用資産とインフラ資産と物品を地方債等など
によってどれくらい調達したかを把握する指標
　比率が低いほど将来の世代が負担する割合が低いことを示します。

　算定式：　地方債（減税補てん債・臨時財政対策債等除く）　÷　（有形固定資産合計＋無形固定資産合計）
　　　　　　　　　

（単位：千円）

亀山市 地方債 有形固定資産合計 無形固定資産合計  類似団体平均値 

R1 11.3% 7,878,995 69,950,894 0 15.2%

R2 11.3% 7,707,261 67,954,262 0 17.9%

R3 11.4% 7,465,937 65,709,087 0 17.8%

R4 11.4% 7,298,464 63,747,956 0 18.0%

R5 9.9% 6,101,828 61,330,126 0

（３）持続可能性
（３－１）市民一人当たり負債額

　経年の推移や同規模の地方公共団体での負債額を比較するときに用いる指標

　算定式：　負債合計　÷　住民基本台帳人口（n+1年1月1日時点）

（単位：千円・人）

亀山市 負債合計 住民基本台帳人口  類似団体平均値 

R1 499 24,787,588 49,720 475

R2 501 24,836,624 49,564 622

R3 453 22,372,232 49,431 632

R4 458 22,669,746 49,494 625

R5 464 22,885,669 49,313

【分析結果】

【分析結果】

令和５年度「将来世代負担比率」
９.９％と、前年度１．５％の減と
なりました。
これは、令和４年度に亀山駅周辺
整備事業などの大型事業が完了
し、令和５年度は地方債の借入額
が少なかったことによりもので
す。

令和５年度の「市民一人当たり負
債額」４６４千円は、前年度と比
較すると、６千円増加していま
す。
主な要因は、指定管理者の契約期
間満了に伴い新たに契約を結んだ
ことなどによって、債務負担行為
等による固定負債が増加したこと
などで、負債合計が増となったこ
となどによるものです。
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（３－２）基礎的財政収支

　自治体の基礎的な財政力を示す指標
　具体的には、基本的な地方税や使用料などの収入及び建設事業に充てられる
国や県の支出金の合計と、行政サービスを提供するために必要な費用及び
公共施設などを整備するためにかかる費用を差引し、合計から利息の支払い
を除いたものを指します。プラスだと黒字、マイナスなら赤字です。

　算定式：　（業務活動収支＋支払利息支出）＋（投資活動収支
　　＋基金積立金支出-基金取崩収入）

（単位：千円）

亀山市 業務活動収支 支払利息収支 投資活動収支 基金積立金収支 基金取崩収入  類似団体平均値 

R1 ▲ 233,906 435,392 64,924 ▲ 638,625 616,525 712,122 ▲ 165,000

R2 ▲ 191,745 680,124 49,595 ▲ 573,649 444,066 791,881 160,200

R3 491,386 558,663 38,628 ▲ 471,640 913,812 548,077 1,097,300

R4 ▲ 344,326 ▲ 34,592 34,379 ▲ 235,458 734,308 842,963 904,400

R5 1,111,191 1,730,667 35,565 ▲ 349,024 497,773 803,790

（４）効率性
（４－１）市民一人当たり行政コスト

　経年の推移や同規模の地方公共団体での行政コストを比較するときに用いる指標

　算定式：　純行政コスト　÷　住民基本台帳人口（n+1年1月1日時点）

（単位：千円）

亀山市 純行政コスト 住民基本台帳人口  類似団体平均値 

R1 452 22,493,613 49,720 365

R2 534 26,484,584 49,564 560

R3 414 20,457,455 49,431 493

R4 486 24,064,915 49,431 496

R5 474 23,380,121 49,313

令和５年度の「基礎的財政収支」
1,111,191千円は前年度と比較
すると、1,455,517千円の増加
となっています。
主な要因は、業務活動収支が増加
したことによりますが、特に亀山
駅周辺整備事業にかかる補助金等
がなくなったことにより、補助金
等の支出が約１９億円の減少とな
り、業務活動支出が減少したこと
などによるものです。

令和５年度の「市民一人当たり行
政コスト」４７４千円は、前年度
と比較すると、１２千円減少して
います。
主な要因は、亀山駅周辺整備事業
にかかる補助金等がなくなったこ
となどにより、補助金等の支出が
約１９億円の減少となったことで
純行政コストが減少したことによ
るものです。

【分析結果】

【分析結果】
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（５）自律性
（５－１）受益者負担比率

　行政サービスの提供に対する受益者負担の割合を示す指標

　算定式：　経常収益　÷　経常費用

（単位：千円）

亀山市 経常収益 経常費用  類似団体平均値 

R1 2.3% 534,226 23,027,146 4.5%

R2 1.5% 405,326 26,825,399 3.6%

R3 2.9% 621,195 21,075,473 3.8%

R4 1.8% 453,514 24,516,513 4.0%

R5 2.0% 483,230 23,840,845

令和５年度の「受益者負担比率」
２.０％は、前年度と比較すると、
０.２％増加しています。
主な要因は、経常収益が増加した
ことに加えて、経常費用が減少し
たことなどによるものです。
経常費用の減少については、亀山
駅周辺整備事業の補助金の減少な
どによる補助金等の減少などによ
るものです。

【分析結果】
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